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刑法犯
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（件） （％） （件） （％） （件） （％） （件） （％） （件） （％） （件） （％）

平成24年 13,821 △ 1.5 13,441 △ 2.5 1,450 △ 0.5 3,561 0.0 2,268 5.7 1,368 1.6

平成25年 13,721 △ 0.7 13,150 △ 2.2 1,517 4.6 3,297 △ 7.4 2,450 8.0 1,437 5.0

平成26年 14,833 8.1 13,000 △ 1.1 1,354 △ 10.7 3,185 △ 3.4 2,346 △ 4.2 1,447 0.7

平成27年 14,834 0.0 12,889 △ 0.9 1,402 3.5 3,224 1.2 2,400 2.3 1,579 9.1

平成28年 16,349 10.2 12,797 △ 0.7 1,278 △ 8.8 3,237 0.4 2,671 11.3 1,646 4.2
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認知件数は過去10年間で約４割減
平成28年の犯罪統計によると、刑法犯認知件数は、12万2,136件で、前年に比べ10,335件(前年比7.8％)減少し、10年前の平成18年の23万2,451件から47.5%減少しました。検挙件数は２万3,801件となっており、検挙率は19.5％で前年に比べ1.5ポイント増加しています。
[image: image2.emf]23.2 

21.6 

21.1 

19.3 

18.2 

17.7 

16.8 

15.1 

14.8 

13.2 

12.2 

3.9 

3.9  3.9 

3.5 

3.0 

3.0 

2.9 

2.7 

2.5 

2.4  2.4 

18.5

18.5

18.3

16.4

16.9

17.3

17.6 17.6

17.0

18.0

19.5

0

5

10

15

20

25

30

0

5

10

15

20

25

平成

18

19 20 21 22 23 24 25 26 27

28

年

（％）

（万件）

認知件数 検挙数 検挙率

[image: image3.emf]9,163

8,466

7,476

6,967

6,122

6,324

5,943

4,876

4,446

3,639

2,910

5,043

4,923

4,652

4,358

3,984

3,842

3,835

3,675

3,608

3,240

3,167

3,852

3,845

3,651

3,557

3,130

3,135

2,867

2,883

2,690

2,625

2,609

3,043

2,981

3,104

2,951

2,815

2,908

2,998

3,010

2,849

2,801

2,746

4,195

4,062

3,458

2,886

2,432

2,341

2,026

2,055

1,898

2,018

1,974

3,473

3,761

3,667

3,032

2,605

2,526

2,367

2,282

2,110

2,136

2,022

1,762

2,075

2,034

1,805

1,627

1,792

1,865

1,845

2,047

2,104

2,056

30,531

30,113

28,042

25,556

22,715

22,868

21,901

20,626

19,648

18,563

17,484

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

平成

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

年

（件）

14

～

19

歳

20

～

29

歳

30

～

39

歳

40

～

49

歳

50

～

59

歳

60

～

69

歳

70

歳以上


[image: image4.emf]163,492

145,974

144,407 144,505

142,737

107,864

99,674

90,430

90,766

94,217

63,415

65,190

67,228

70,698

75,311

12,767

11,362

10,368

9,426

8,714

347,538

322,200

312,433

315,395

320,979

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

平成

24

25 26 27

28

年

（件）

少年事件

家事事件

刑事事件

民事・行政事件



また、検挙人員は１万7,484人で、前年に比べ1,079人（前年比5.8％）減少し、10年前の３万531人から42.7％減少しました。年齢別に見ると、14歳から19歳の少年が2,910人(構成比16.6％)となっており、前年に比べ729人減少しています。一方、70歳以上の高齢者の検挙人員は、2,056人(同11.8％)となっており、前年に比べ48人減少しています。



裁判所

事件総数、家事事件数、刑事事件数ともに増加 
司法統計によると、平成28年の大阪府内の裁判所が受理した事件件数は、32万979件で、前年より5,584件(前年比1.8％)増加しています。
このうち、刑事事件は９万4,217件(同3.8％増)、家事事件は７万5,311件(同6.5％増)といずれも前年より増加しました。民事・行政事件は14万2,737件(同1.2％減)、少年事件は8,714件(同7.6％減)と前年より減少しました。




平成28年に家庭裁判所が受理した家事事件は、家事審判事件が６万2,330件（前年比7.6％増）、家事調停事件が1万74件（同2.8％増）となっています。家事審判事件の内訳は、「相続放棄」が１万6,349件(事件全体に占める割合は26.2％)と最も多く、次いで「子の氏の変更」が１万2,797件(同20.5％)、「改氏」が1,278件(同2.1％)の順となっています。「相続放棄」が前年に比べ10.2％増加しています。
また、家事調停事件の内訳は、「婚姻中の夫婦間の事件」が3,237件(事件全体に占める割合は32.2％)と最も多く、次いで「子の監護処分」が2,671件(同26.5％)、「婚姻費用分担」が1,646件(同16.4％)の順になっており、「子の監護処分」が前年に比べ11.3％増加しています。




刑法犯罪種別認知件数等の推移





[大阪府警察　犯罪統計　表21－22　参照]





年齢階級別刑法犯検挙人員の推移





[大阪府警察　犯罪統計　21-18参照]





事件別受理件数の推移





注：民事・行政事件及び家事事件は件数、刑事事件及び少年保護事件は人員





[大阪高等裁判所　表21-4～5、資料　裁判所「司法統計」参照]　





家事事件の主な事件別受理件数の推移（大阪家庭裁判所）





 [大阪家庭裁判所　表21-9～10　参照]








